
策

     
の評価 ・排

名

水ポンプ車操作訓練に

防

ついては、6月2日の

災

大雨時に実際に排水ポ

・

ンプ車を稼働したこと

減

から、操作訓練は実
□

災

 進展なし     

対

施しなかった。
□ 維

策

持　□ 拡大 ・水位セ

基

ンサーと監視カメラの

本

設置について、整備計

目

画に基づき引き続き実

標

施していく。
事業区分

安

□ 自治事務   □

全

 法定受託   □ 

・

その他
今後の方向性 ■

安

 縮小　□ 改善 ・大

心

雨等の排水ポンプ車の

に

運転は三島建設業協力

暮

会へ委託しているが、

ら

操作訓練は無償協力で

せ

あり、協力会の負
（改

る

善措置等）□ 休止　

ま

□ 終了 担になること

ち

から、今後は年間を通

要

して稼働がない場合に

施

は操作訓練を行うこと

策

へ活動指標を縮小する

の

。
計画対象 □ 実施計

目

画査定対象  □ 行

的

政改革対象 
□ 廃止

地

　　　　 

※決算額に

震

ついては、端数処理に

・

より、他資料の決算額

水

と差異が生じている場

害

合もあります。

などの自然災害から、市

No. 事務事業名 活

民

動内容 コスト（事業費

の

：千円）

一般河川整備

生

事業 令和　４年度 令和

命

　５年度 令和　５年度

、

令和　６年度 令和　４

身

年度 令和　５年度 令和

体

　５年度 令和　６年度

、

活動指標名 単位
実績 計

財

画 実績 計画 決算 当初予

産

算 決算 当初予算
全体事

を

業概要
①

普通河川改良

守

延長 ｍ 32,661 3

る

2,586 32,75

た

4 32,726
豪雨に

め

よる洪水被害を軽減す

、

るため、準用河川・普

被

通 （累計）
河川・一般

害

排水路等の改修を実施

を

する。 142,106

最

139,886 91,

小

376 67,258

②

限

令和　７年度の優先度

に

③2 　□ Ａ　　　 

抑

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

え

　　　 □ Ｄ　

地元

る

からの要望による浸水

対

対策や護岸整備として

策

、委託や工事を予定を

を

上回り実施した。
■ 

講

計画どおり   
令和

じ

　５年度
□ 遅延  

、

       
の評価

災

□ 進展なし    

害

 

■ 維持　□ 拡大

に

今後も継続して事業を

強

進める。
事業区分 □ 

い

自治事務   □ 法

ま

定受託   □ その

ち

他
今後の方向性 □ 縮

を

小　□ 改善
（改善措

つ

置等）□ 休止　□ 

く

終了
計画対象 ■ 実施

る

計画査定対象  □ 

こ

行政改革対象 
□ 廃

と

止　　　　 

。

施策の方向 水害対策の推進

各事業ともに計画どおりに事業が進展し、出水期の迅速かつ適切な内水排除体制強化や安全確保対策に寄与した。
■ 計画どおり   

令和　５年度 水害対策として、桜川・御殿川の浚渫事業を推進するとともに、護岸整備など計画どおり事業を推進した。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 水害による被害を最小限に抑えるよう、今後も計画的に事業を推進していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

1

No. 事務

頁

事業名 活動内容 コスト

令

（事業費：千円）

河川

和

管理事業 令和　４年度

 

令和　５年度 令和　５

5

年度 令和　６年度 令和

年

　４年度 令和　５年度

度

令和　５年度 令和　６

　

年度
活動指標名 単位

実

　

績 計画 実績 計画 決算 当

事

初予算 決算 当初予算
全

務

体事業概要
①

水位セン

事

サー及び監視カ 基 12

業

16 14 18
台風や集

評

中豪雨等により増水し

価

た河川の洪水被害を最

表

メラの設置数（累計）

（

小限に防ぐため、関係

個

機関、地元自治会(水

票

防団等)、 6,477

）

8,981 8,535

課

8,101
と連携し、

名

排水機場・樋管操作等

都

を行うとともに、内
②

市

排水機場・樋管操作業

基

務 箇所 16 16 16 1

盤

6
水排除体制強化のた

部

め、水位センサー及び

土

監視カメラ 委託契約箇

木

所数
を設置するととも

課

に、排水ポンプ車の出

作

動体制を整え 令和　７

成

年度の優先度
る。

③
排

日

水ポンプ車操作訓練回

令

回 1 2 0 2
1 数  　□

和

 Ａ　　　 □ Ｂ　

　

　　 □ Ｃ　　　 

６

□ Ｄ　

・令和5年度

年

には梅名樋管2号に水

　

位センサーと監視カメ

８

ラを設置したことから

月

、大雨時等に安全かつ

　

リアルタイ
■ 計画ど

１

おり   
令和　５年

日

度 ムで水位や状況を把

概

握できる範囲が広がっ

施

た。
□ 遅延    



策

性 □ 縮小　□ 改善

名

や河川断面を阻害する

防

土砂の撤去、倒木処理

災

などを実施する。
（改

・

善措置等）□ 休止　

減

□ 終了
計画対象 □ 

災

実施計画査定対象  

対

□ 行政改革対象 
□

策

 廃止　　　　 

※決

基

算額については、端数

本

処理により、他資料の

目

決算額と差異が生じて

標

いる場合もあります。

安全・安心に暮らせるまち

要 施策の目的 地震・水害などの自然災害から、市民の生命、身体、財産を守るため、被害を最小限に抑える対策を講じ、災害に強いまちをつくること。

施策の方向 水害対策の推進

各事業ともに計画どおりに事業が進展し、出水期の迅速かつ適切な内水排除体制強化や安全確保対策に寄与した。
■ 計画どおり   

令和　５年度 水害対策として、桜川・御殿川の浚渫事業を推進するとともに、護岸整備など計画どおり事業を推進した。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 水害による被害を最小限に抑えるよう、今後も計画的に事業を推進していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

2

No. 事務

頁

事業名 活動内容 コスト

令

（事業費：千円）

河川

和

維持管理事業 令和　４

 

年度 令和　５年度 令和

5

　５年度 令和　６年度

年

令和　４年度 令和　５

度

年度 令和　５年度 令和

　

　６年度
活動指標名 単

　

位
実績 計画 実績 計画 決

事

算 当初予算 決算 当初予

務

算
全体事業概要

①
河床

事

等堆積物の除去（浚 件

業

2 2 2 2
市が管理する

評

普通河川の流水を適切

価

に維持するよう河 渫業

表

務）
川内及び調整池・

（

貯留施設の障害物除去

個

、土砂等の浚 35,0

票

13 4,980 4,8

）

10 6,880
渫を行

課

い、河川機能の維持に

名

努める。
②

河川断面を

都

阻害する草木 件 11 1

市

0 10 10
の伐採（緊

基

急委託）

令和　７年度

盤

の優先度

③3 　□ Ａ

部

　　　 □ Ｂ　　　

土

 □ Ｃ　　　 □ 

木

Ｄ　

維持修繕事業では

課

、市内普通河川を良好

作

な状態に保つため、計

成

画的に浚渫や樹木伐採

日

を実施した。
■ 計画

令

どおり   
令和　５

和

年度
□ 遅延    

　

     
の評価

□ 

６

進展なし     

■

年

 維持　□ 拡大 維持

　

修繕事業では、桜川、

８

御殿川の浚渫を実施す

月

る。また市内の普通河

　

川を良好な状況に保つ

１

ため、護岸の修繕
事業

日

区分 □ 自治事務  

概

 □ 法定受託   

施

□ その他
今後の方向


